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１．研究計画の概要 

社会性の発達を捉えようとするとき、他者
と自分の要求が対立するといった、他者との
コンフリクトに対して建設的に対処してい
く力の発達について検討することが決定的
に重要である。本研究では、けんかやいざこ
ざといった、子ども同士のコンフリクトに対
処していく力の発達に焦点をしぼり、検討し
ていくことにする。とりわけ、コンフリクト
について語ることに注目する。というのは、
ある事柄について語ることとは、言語的に表
象し自覚化することであり、それはその事柄
に対する柔軟な調整を可能にすることにつ
ながるからである。そしてそれは、対人場面
におけるネガティブな感情を調整する力を
育むことにもつながっていると考えられる。 
 具体的には、社会性の発達の礎が作られる
幼児期にある子ども達を対象として、幼稚
園・保育園の３歳児クラスから５歳児クラス
までの３年間における発達を捉えていく。子
どもが所属している園のクラスにおける〈け
んか〉についてインタビューをおこない、日
常生活場面での〈けんか〉についての認識を
取り上げて検討することにする。そして、そ
の子どもたちの１年後、２年後を追い、縦断
的にインタビューを実施することによって、
〈けんか〉についての認識の発達の基本的な
方向性を明らかにするとともに、個々人の認
識の多様性を明らかにし、そのような認識が
発達していく道筋の多様性について明らか
にすることを目指す。 
 
２．研究の進捗状況 

幼児は、仲間との＜けんか＞をどのように
捉えているのかについて、2007 年度に４歳児

たちに対してインタビュー調査を開始した。
その子どもたちの１年後・２年後を追って、
2008 年度と 2009 年度に、同様のインタビュ
ーを実施し、４歳時点から６歳時点への発達
的変化を縦断的に検討した。具体的には１対
１のインタビューをおこない、(1) ＜けんか
＞についての概念的および実際的な認識を
尋ねる質問と、(2)手続き的な知識を尋ねる
質問をした。質問の例は次の通りである；質
問(1)「○○組で、＜けんか＞になること、
あるかな？」、「どうして＜けんか＞になる
のかな？」「そういうときには、どうしたら
いいのかな？」。質問(2) 人形を２体用意
して、物の取り合いを演じて見せて、対処の
仕方について尋ねた。「『貸して』、『ダメ！』
になっちゃったね。こういうとき、どうした
らいいかな？」、「そのあとは、どうなるか
な？」。また、週１回、自由遊びを参与観察
し、いざこざも含め子ども同士のやりとりを
フィールドノーツに記録した。 
その結果、４歳時点では＜けんか＞になる

ことはないと答えることが多く見られたが、
１年後の５歳時点では、＜けんか＞になるこ
とがあると答えることが見られるようにな
った。ただし、その内容は紋切り型であり、
対処の仕方については「わからない」と答え
ることが多く見られた。さらにその１年後の
６歳時点では、＜けんか＞の内容は具体的で
多様なものが語られるようになり、対処の仕
方についても、「謝罪」、「交渉」、「第三
者による仲裁」などといった多様な方略が語
られるようになった。 
そこから４歳時点から５歳時点への変化

として、＜けんか＞についての手続き的な知
識が言語により表象され、より一般化されて



いくという経路がある可能性が示唆された。 
さらに、５歳時点から６歳時点への変化と

して、＜けんか＞についての言語による表象
がより多様になり、＜けんか＞の対処方略に
ついてもより多様に表象されていくという
発達経路がある可能性が示唆された。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
 理由：(1)３歳児クラスの時点で調査に参
加した子どもたちのうち、５歳児クラスまで
の３年間に亘り調査を継続できた割合が約
７割あり、縦断的な分析が可能なデータ数を
確保できている。(2)インタビュー調査にお
いて、ほとんどの子どもたちは興味・関心を
もって参加していたと見受けられ、質問等が
子どもたちにとって適切なレベルと内容で
あったと評価できる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1)2009 年度末までに収集できた縦断的なデ
ータに対して、事例を補充していく。 
(2)４歳時点から６歳時点への変化について、
パターンの多様性をより詳細に分析する。 
(3) 自由遊びの参与観察フィールドノーツ
を活用し、特に感情調整のありかたとの関連
を質的に分析する方法を探る。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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